
 

 

2022年度 さいたまスポーツコミッション（SSC）に係る経済効果（推計）報告書 

 

○経済効果推計額 

 69億 2,000万円 
＜内訳＞ 

１ 2022年度SSCの誘致・支援大会におけるスポーツイベント開催に伴う経済効果 

・経済効果額 42億9,300万円 

（開催件数及び算出人数47件、参加者総数207,032人＝選手関係者26,692＋観覧者180,340人） 

 

・選手関係者・観覧者一人あたりの経済効果額 

選手関係者 単価（円） 備考 

直接的経済効果額 31,355 
過去5年間に開催された82大会（SSC誘致/支援大会）

の経済効果推計額の平均額 
間接的経済効果額 20,541 

合計 51,896 

   

観覧者 単価（円） 備考 

直接的経済効果額  9,358 
過去5年間に開催された18大会（SSC誘致/支援大会）

の経済効果推計額の平均額 
間接的経済効果額  6,770 

合計 16,128 

※ １の経済効果額は、選手関係者及び観覧者１人あたりの経済効果額に、2022年度にSSCが誘致・支

援した大会・イベントの選手関係者数及び観覧者数に乗算して算出しました。（＊誘致大会のうち、

新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となった大会は除く。） 

※ 選手関係者及び観覧者１人あたりの経済効果額は、SSC が誘致・支援した大会・イベントの参加選

手や観覧者への消費額アンケート調査等をもとに、個々の大会・イベント毎に基礎調査として算出

した経済効果額の平均額（過去5年間）です。 

※ 2018年度から2019年度までの個別大会・イベントの経済効果額は、当時の尚美学園大学 総合政策

学部 江頭満正 准教授が算出しました。 

※ 2020年度から2022年度までの個別大会・イベントの経済効果額は、「日本コングレスコンベンショ

ンビューロー」作成の「経済効果測定ハンドブック」により算出しました。 

※ 選手関係者数・観覧者数には、主催又は共催事業は含まれていません。SSC が誘致又は支援した大

会の人数です。 

２ 主催事業「2022ツール・ド・フランスさいたまクリテリウム(2022/11/6)」における経済効果 

  ・経済効果額 26億1,600万円 （来場者推計数101,000人） 

３ 主催事業「第11回さいたマーチ〜見沼ツーデーウオーク〜(2023/3/25・26)」における経済効果 

・経済効果額 1,185万円 （参加者数のべ2,479人） 
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